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諺,日常鴫を伴う老人性難敵月と診断きれ,また同時に

高血狂私指摘され投薬を受けたが改善しないため某精神

病院を紹介銅も4月受診Lた.その後テ前腕,星に発疹

および蓋勧鮎狂と診断きれ治療を受け次第に血圧はFが-｡

た転び)が洩j聡が改善Lないため,演者のもとに嫁と衆に

7柳寸悔初診Lた.

初診時幻聴およびそれをこ姦-叛と′腎われる妄想が認め
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鎮痛剤齢服用が器質的あるいは機能約な変化を中枢神経

系に影響を与えているのではないかと推測されたか

離 断雨中に患歯の意志をこ反して摂取したアル
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ブルニf-ルが陶酔感を鮎たど吊/,陽性強化効果綱鳶をど)

れる薬物であるために∴)アルニ1-ル依存鼠敵澱を′汗)が〕意

志に基づく飲酒が蒋熱のtri結成erと考えられていた1
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遭遇Lたので,そ綱Ljg例を報告L予すでに演者が写植学

資で提唱Lた 毛̀脛鷹番飲酒期間野'(退院後蒋飲酒L始め

てから異常欽漕ぎすなわち社会規範やj秩序に反する方法

や予地域社会-磯から問題視きれるよ侶£飲酒または飲

進行度分類と異常飲酒そデJW)観点より考察Lた.

症例:昭和6年盤 男

昭和2鋳た(20歳)から飲み始めき56年頃より酒盛が増

加し二門酔いをこよる欠勤が目立つようになった.5約三に-

アルコ--ル性肝障害のため蔓薫科へ入院,退院観 葉精神

病院-且担竜泉院した,59年に河津病院アルコ-ル病棟-

靭圃Å院もノた.退院後3九円釣針沌O月末より再飲酒し始

め,翌甜年の5臥よか3連続飲酒発作蛸速達窺Lた.(正常

後約1年間断酒Lていたが繋6摘:･9月7--ジャ再中間が

いたず宗〕でか--Py茶紺桝こ入れたブルか--ルを飲みそ
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演者は藍常腎飲酒期間が且年上史上をプルコー-ル依存症

の初乳 庶常酵飲酒期間が旦那卜 1年を中期,正常聯

飲酒期間が1カF-3未満を末期と分類巨こいるやこ約分叛

によれば9本症例は第1恒3退院後の正常蒋飲酒期間が約

6射右第銅j言退院後Qj藍常再飲酒期間が且m尾錠)ずな

と考えだっれる.また演者は9豆を三常滑飲酒期間の最短から

推測される精神依存U)強さと,斎藤のむ凋渇望促進拍子

欝と抑制釣手群を組み合わせ結果常飲酒モデルを発露L

た"こび沌デ叫こよればヲ本症例aj第2回退院後U〟)正常

務飲酒期間はiH崖だブザと線が)て短くぅ精神依存が極め

て強く形成された症例と考えられる.そこに偶然が)プル

ニ1--ル摂取があざ-'れた泰症例は予斎藤のいう渇望抑制因

子群が働く余地もなく亨凝滞飲酒に逮することがありう

ろことを示Lた症例と考えに)れる.
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症例 26歳 女性.家族歴二時記すべき遺伝魚釣はな

成績優秀で活発な姉,妹や乳児凍済まで祖母によって養暫

きれるな精神身体発達は正常か中学校2年窪で学業成績
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より畷吐後の吐物をそ釣澄渡にLておくため家族がよう

やく食指勤の凝滞に窺-づき内科を受診遷せるが異常なく

特に治療を覚けなか-Jた,高率後県外に就職Lたが盗食

行為でi年でやめている.昭和57年妹が〕婚約者が出Åり

するようになった頃か琵〇号不食8畷吐骨格毅減少が激L

くなり同年6月楕押組に第1回入院.しかL盗食による

トラブルで約2週間で自主退院Lた.昭和62年7月22巨:3

低血糖昏睡でS精神病院入院,さにJをニ8月24日新大精神



'､;･三二奈 記 Iji

科に第2圃Å院となった市丸院時所見:身長ま格9cm予
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られた).精神的現在症:表情に乏しく生き生きとした

艇検査:累常なし 脳波:正常である時と6&1嶺洩 陽

を認めたや治療経過:入院時より個人面接を行なった甲

第且期は閉じこも泰'jU)時期で言語を介せる精神療法は困

難であると思われ非言語的働きかけを行なった.第訂期

は感情表出は義られるが言語化が不充分な時期であった申

この時期,行動療法的アブロー-デを導入した.両親との

葛藤を充分言語化できず終わった面接の後に治療者との

院内散歩を行なったところタガがはずれたようをこ閉じこ

鮎りが緩み免寮がとれるようになり治療の分岐点となっ
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なり退院したセその後外来通院しているめ言体蚤も安定し

て内職帝賓遇をするようにな-1ている.また平酎-て家

族面接屯行なった書心理検査:酢司丸院時は,外界への

関心吉･帖 寸閥廿日甘美棒訂fItJJ冊い一かノ人目上上

社会的未発達鮎考え振れた野卑回入院時外界-の反応性

は高まっているが貌窯検討能謝こ欠け自己中心的であっ
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増し未来をみ-湖る姿勢とな-｡ていた8頭部CT凋 岡

見院時左半球軽度萎縮があざ凍たが退院後はほぼ正常と

なり,摂食障害でみられる可逆後脳革綿と考えられた一

審例は助か期か綜)両親をこよる軽視,差別がありき食行

動異常は㌢彊己承認飲潰や愛情叡腰のあらわれと理解さ

れ 馬場の分解をこよる｢前思春期群｣遷延例と考えられ

た,本例に対し非言語的働きかけ,行動療法的アプロ-

チなどをタイミングよく行うことができた.摂食障害の

治療は,対象の明確化と治療技法の柔軟な選択が蚤要で

あると考えた.
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終激障害の男子鰍こついての研究は維尋常をこ少なく苧個々

齢男子例と敵手例をこおいてm--ルか′ヤツ-テスト上の違

いが謡が減れたので鞄整する.

症例は号室として新潟東学附属病院を拒食9過激 食
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思不振などの主訴で受診し摂食障害と藩妙子された男子且5

風 教予20名である.年令は男子が且2才かきち33才まででき
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まず芦主賓な人格構造を絶える為をこげMbルシャツ-チ

ストの体験型をこ.基づき,全段を商館塾,外侮乳 内向型予
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女子例50%と女子例の方が多く魔られ,体験型の分布に

男女の違いが認められた.

次をこ,今回は男子例を中心に考察することが目的なの

で,特に両蚤塾男子且1名,女子7名をこついて検討した血

男子の雨露塾では拒食例,過食例はほぼ関数でプ経過は

改善例が8例と多かった.女子例では拒食軌 過食例共

にほぼ同数で,経過は治療中断が多く改善例は金招こかっ

た窄両潰塾では臨床像@)男女一殿逮摘まないが,経過は女

子例の方が不良と言える書

続いて予p---ルシャツ-テストが)指標について男女の
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子例では牽濠水準が高く強迫簡閲があること,外界との

深い関わりを回避すること,内界をこ不安,藩藤を感じて

いること,現実検討力の低下が特赦と言える.一方女子

例は甲男子例に比べ具体的な所で外界と関わり,易刺激

性と感情統瀞睡悪さがあるJjgで現実検討力が経絡され

ているのが特徴である書

以上のことから摂食障害の男子例と女子例の心理約時

徴U)遣いについて若干考察を試みた.男子例をこついて高

木は治療困難声予後不良を指摘Lているが予我 の々症例

は予後が比較的良好で芦バ--リズが報告した軽症の顔イ

ブに近いと言える｡即ち予覚をこ触れたようをこ㌢不安,葛

藤を感じや外界を阿凝する人格特徴を捲りことかざ)†男

は易刺激触 感情の変動性という身性鮫をこ観づいた病理

が背教にあるようだ廿その点で,男子麟量と教子例は厳春

今後や症餅屋を加え予臨床像と銅照琵)L合わせを含めた男

顔の遠いを検討することが必賓と考えられるB
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